
























要約:小児科における休日夜間の診療体制の現状を把握するためのアンケート調査を行っ

た.その結果、病院調査からは小児科医による休日・平日夜間救急に対応できる病院は、

必要とされている病院の約 60%にすぎず不足していた。この現状に対応するには、小児科

医を増すか、小児科医の役割を二次、三次の救急医療とするかのいずれかになると考えら

れる。市町村調査と患者受診動向から救急医療の体制作りは小児人口 1万単位で考える必

要があり、市町村単位を超えた広域医療圏で対応が望まれる。


